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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

   

二
十
周
年
記
念
行
事
の
ご
案
内

　

中
央
大
学
経
済
学
部
に
お
け
る
正
課

授
業
と
し
て
の
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

開
講
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
・
サ
ミ
ッ
ト
二
○
一
四
ニ
ッ
ポ

ン
の
今
、
世
界
の
今
を
知
る
。
激
動
の
時

代
、
学
生
は
何
を
志
す
べ
き
か
―
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

学
生
に
よ
る
体
験
報
告
、
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
、
本

学
、
共
催
の
南
甲
倶
楽
部
（
本
学
出
身
経

済
人
の
親
睦
団
体
）
並
び
に
企
業
、
自
治

体
、
学
生
お
よ
び
関
係
者
等
が
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
相
互
に
成
長
し
、
成
果
を
上

げ
る
機
会
を
共
に
創
り
出
す
場
と
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
多
忙
中
と
は
存
じ
ま
す
が
是
非
と
も
ご

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
二
十
周
年
記
念
行
事

実
行
委
員
会
委
員
長　
　

谷
口　

洋
志　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
経
済
学
部
長
）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
二
十
周
年
記
念
行
事

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
サ
ミ
ッ
ト
二
○

一
四　

ニ
ッ
ポ
ン
の
今
、
世
界
の
今
を
知

る
。
激
動
の
時
代
、
学
生
は
何
を
志
す
べ

き
か
―
」

日
　
時　
二
○
一
四
年
十
二
月
六
日（
土
）

　
　

十
二:

三
○
～
十
七:

五
○

場
　
所　
　

中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　

八
号
館　
　

八
三
○
三
教
室

次
　
第　
　
　
　

　
　
　

一
二:

○
○　

●　

受
付
開
始　

　
　
　

一
二:

三
○　

●　

開
会
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
会
あ
い
さ
つ

●　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
【
進
行
役
】

◎
松
村
み
か　

小
説
家
・
国
際
開
発
コ
ン

サ
ル
タ
ン(

一
九
八
五
年
経
済
学
部
卒) 

[

城
山
三
郎
経
済
小
説
大
賞
第
一
回
受
賞]

【　

パ
ネ
リ
ス
ト
】

◎
本
間
毅　

楽
天
㈱
執
行
役
員

　
　
　
　
　
　

(

二
○
○
二
年
商
学
部
卒)

　
　
　
　
　
　

[

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
在
住]

◎
真
坂
淳　

BN
P

パ
リ
バ
銀
行
投
資
銀

行
本
部
部
長(

一
九
九
五
年
法
学
部
卒)

[JSBN

（
日
本
学
生
社
会
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
代
表]

◎
ジ
ョ
ン
・
キ
ム　

John Kim

　

作
家 

(

一
九
九
七
年
経
済
学
部
卒)[

三
重
野
康

賞
受
賞
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
在
住]

◎
松
田
江
利
子　

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
常

勤
保
健
師(

一
九
九
七
年
経
済
学
部
卒)

[

佐
藤
栄
作
賞
最
優
秀
賞
受
賞]

◎
佐
藤
千
紘　

福
島
県
庁(

二
○
一
三
年

法
学
部
卒)[

福
島
在
住]

　

一
四
：
○
○　
　

●　

記
念
講
演

一　

門
田
隆
将
氏
講
演

二 　

鼎
談
・
フ
ロ
ア
ー
と
の
質
疑
応
答

　
【
講
演
者
・
鼎
談
者
】

◎
門
田
隆
将　

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

(

一
九
八
一
年
法
学
部
卒) [

幅
広
い
分
野

　
　

で
毅
然
と
し
た
日
本
人
像
を
描
く]

『
こ
の
命
、
義
に
捧
ぐ
―
台
湾
を
救
っ
た

陸
軍
中
将
根
本
博
の
奇
跡
』(

角
川
書
店)

で
「
第19

回
山
本
七
平
賞
」（PH

P

研

究
所
主
催
）
を
受
賞
。『
甲
子
園
へ
の
遺

言—

伝
説
の
打
撃
コ
ー
チ
高
畠
導
宏
の
生

涯
』(

講
談
社)

で
は
、N

H
K

土
曜
ド
ラ

マ
「
フ
ル
ス
イ
ン
グ
」（
主
演
・
高
橋
克
実
）

と
し
て
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
る
。

『
死
の
淵
を
見
た
男
―
吉
田
昌
郎
と
福
島

第
一
原
発
の
五
〇
〇
日
―
』(PH

P

研
究

所)

、『
狼
の
牙
を
折
れ
―
史
上
最
大
の

爆
破
テ
ロ
に
挑
ん
だ
警
視
庁
公
安
部
―
』

(

小
学
館)

『
記
者
た
ち
は
海
に
向
か
っ

た
―
津
波
と
放
射
能
と
福
島
民
友
新
聞

―
』 (

角
川
書
店) 

『
慟
哭
の
海
峡
』(

角

川
書
店)

な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
話

題
作
を
次
々
と
刊
行
し
て
い
る
。

受
賞
歴
と
し
て
、
二
○
○
五
年
ミ
ズ
ノ
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
賞
優
秀
賞
、
二
○
一
○

年
文
化
庁
芸
術
祭
ド
ラ
マ
部
門
大
賞
（
原

作
）、
二
○
一
○
年ATP

賞
テ
レ
ビ
グ
ラ

ン
プ
リ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
優
秀

賞
（
原
作
）、
二
○
一
○
年
山
本
七
平
賞
、

二
○
一
二
年
文
化
庁
芸
術
祭
ド
ラ
マ
部
門

優
秀
賞
（
原
作
）
な
ど
。

な
お
、
二
○
一
一
年
月
卒
業
式
に
お
い
て

門
田
隆
将
さ
ん
は
『
康
子
十
九
歳　

戦
渦

の
日
記
』（
文
藝
春
秋
）
に
よ
り
学
員
代

表
挨
拶
が
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
日

本
大
震
災
の
た
め
幻
の
卒
業
式
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

【
進
行
役
・
鼎
談
者
】

◎
山
本
哲
也　

N
H

K

ア
ナ
ウ
ン
ス
室
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（
一
九
八

○
年
法
学
部
卒
）

N
H

K

「
ゆ
う
ど
き
」
キ
ャ
ス
タ
ー
。
今

秋
十
月
二
六
日
開
催
の
本
学
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ィ
に
て
総
合
司
会
を
務
め
る
。

【
鼎
談
者
】

◎
松
村
み
か　

小
説
家
・
国
際
開
発
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト(

一
九
八
五
年
経
済
学
部
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卒)[

城
山
三
郎
経
済
小
説
大
賞
第
一
回

受
賞]

一
五
：
四
○　

 
●  
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会
開
会
式

　
　
　

学
生
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　
　

体
験
報
告

※
分
野
に
よ
り
五
会
場
に
分
か
れ
ま
す
。

一
七:

五
○

　
　

閉
会
式 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　
　
　        

体
験
報
告

会
報
第
五
三
号
（
三
月
十
日
発
行
）

で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス(

現
地
企
業)

」、「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス(

日
系
企
業)

」、「
国
際
観
光
コ
ー
ス
」

の
三
コ
ー
ス
か
ら
な
り
、
各
コ
ー
ス
担
当

講
師
に
よ
る
講
義
と
海
外
研
修
と
か
ら
成

る
通
年
四
単
位
科
目
の
新
設
科
目
で
す
。

今
回
は
、「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス(

現

地
企
業)

」
の
受
講
者
の
体
験
報
告
を
以

下
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

「
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
を
終
え
て
」

経
済
学
部　

国
際
経
済
学
科
三
年　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
輪　

祐
佳
利

今
年
よ
り
従
来
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
授
業
に
加
え
、
新
し
く
海
外
コ
ー
ス

が
三
コ
ー
ス
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
期

生
と
し
て
参
加
で
き
た
事
を
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
は
三
コ
ー
ス
あ
る
う
ち
の

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス(

現
地
企
業)

に

参
加
致
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
イ
ギ
リ
ス

に
あ
る
、
研
修
な
ど
を
提
供
す
る
現
地
の

企
業
に
二
週
間
ほ
ど
訪
問
す
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
私
を
含
め
た

学
生
三
人
。
そ
れ
に
、
事
務
室
の
方
が
一

名
付
き
添
っ
て
く
れ
る
と
い
う
形
で
し

た
。
通
訳
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
研
修
先

と
の
間
を
取
り
持
っ
て
く
れ
る
人
は
い
な

い
の
で
、
学
生
自
ら
が
主
体
的
に
動
く
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
る
八
月
に
先
立
ち
、
前

期
の
う
ち
か
ら
毎
週
土
曜
に
一
コ
マ
分
の

講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
義
内
容
は
、

英
語
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

を
ベ
ー
ス
に
、
論
理
的
な
思
考
を
行
う
た

め
の
思
考
法
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
の
上
達
、
よ
り
質
の
高
い
会
議
に
す

る
た
め
の
進
行
方
法
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
い
て
大
変
重
要
と
さ
れ
る
も
の
ば
か
り

で
し
た
。

そ
し
て
週
に
一
度
の
講
義
を
経
て
、

夏
季
休
業
中
の
八
月
二
十
四
日
に
イ
ギ
リ

ス
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。
研
修
先
は
、
ロ

ン
ド
ン
よ
り
一
時
間
ほ
ど
離
れ
た
、
ヘ
ン

リ
ー
・
オ
ン
・
テ
ム
ズ
と
い
う
町
に
あ
り
、

自
然
が
多
く
街
並
み
が
大
変
綺
麗
な
と
こ

ろ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
約
二
週
間
の
研
修

が
始
ま
り
ま
す
。研
修
先
の
会
社
は「TH

E 

H
O

LST GRO
U

P

」
と
い
う
、
サ
イ
コ
メ

ト
リ
ッ
ク
・
テ
ス
ト
を
メ
イ
ン
に
、
研
修

な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
オ

フ
ィ
ス
で
仕
事
を
し
て
い
る
社
員
は
十
人

程
と
少
な
く
、
そ
れ
に
加
え
社
員
の
方
全

員
が
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
と
て
も
歓

迎
を
し
て
く
れ
た
の
で
、
す
ぐ
に
会
社
の

雰
囲
気
に
打
ち
解
け
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。研

修
の
内
容
は
、
会
社
の
概
要
や
実
際

に
提
供
し
て
い
る
商
品
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、

社
員
の
シ
ャ
ド
ウ
ィ
ン
グ
、
競
合
他
社
の

リ
サ
ー
チ
、
他
社
へ
の
訪
問
な
ど
様
々
で

し
た
。
そ
し
て
、
ど
れ
も
本
当
に
興
味
深

い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
特

に
印
象
深
か
っ
た
内
容
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
講
義
の
時
に
出
さ
れ
た
課
題
で
、

「
今
か
ら
一
時
間
あ
げ
る
の
で
、
街
を
歩

い
て
写
真
を
撮
り
、
そ
の
写
真
か
ら
新
し

い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
な
さ
い
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
意
図
と
し
て
は
、

私
た
ち
学
生
世
代
の
顧
客
が
少
な
く
、
私

た
ち
の
目
に
留
ま
る
も
の
に
、
顧
客
拡
大

の
た
め
の
鍵
が
あ
る
と
い
う
事
で
し
た
。

そ
の
提
案
を
含
め
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
最
終
日
に
行
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
好
評
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し

て
感
じ
た
こ
と
、
得
ら
れ
た
気
付
き
は
、

些
細
な
事
か
ら
大
き
な
事
ま
で
、
挙
げ
始

め
た
ら
き
り
が
な
い
で
す
。そ
の
中
で
も
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
焦
点
を
当
て
た
学
び
や
気
付

き
は
、
今
後
の
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。そ
れ
は
、

い
か
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
に
お
い
て
自
分
の

英
語
が
通
用
し
な
い
か
と
い
う
事
で
あ
っ

た
り
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
で
の
職
場
の
雰

囲
気
の
違
い
で
あ
っ
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
の

職
場
で
会
社
に
着
く
と
、ま
ず
一
番
に「
紅

茶
を
一
杯
ど
う
？
」
と
き
か
れ
る
の
も
私

に
と
っ
て
大
切
な
気
付
き
で
し
た
。
今
回

得
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
貴
重
な
財
産
を
、
今

後
の
自
分
の
将
来
に
、
き
ち
ん
と
反
映
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
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「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・

                   

　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
紹
介

 　
　
　
　
　

経
済
学
部
教
授　

鳥
居　

伸
好

　

経
済
学
部
は
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
に
単
位
を
付
与
す
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」

な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
取
組
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
の
取
組
の
一
つ
で
あ
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

紹
介
か
た
が
た
、
十
月
二
九
日
（
水
）
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
第
二
回
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
二
○
一
四
年
度
か
ら
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た

取
組
で
、
そ
の
内
容
は
、
①
海
外
フ
ィ
ー
ル

ド
実
習
（
学
生
の
海
外
で
の
実
践
力
向
上
を
図

る
）、
②
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
今
年
度
は
、
四
回

ほ
ど
の
研
修
、
二
○
一
五
年
度
か
ら
は
、
正
規

の
授
業
で
の
リ
レ
ー
形
式
の
授
業
）、
③
演
習

科
目
で
の
様
々
な
能
力
育
成
（
経
済
学
部
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
参
加
教
員
の
演
習
、FLP

演
習
、
課

題
演
習
等
の
履
修
）、
④
プ
ロ
グ
ラ
ム
関
連
講

義
科
目
の
履
修
（
十
二
単
位
分
）、
⑤TO

EIC

七
○
○
点
以
上
を
獲
得
す
る
た
め
の
英
語
力
養

成
、
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
修
了
要
件
が
あ
り
ま
し
て
、
①

海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
、
②
研
修
・
演
習
を
含

む
十
二
単
位
履
修
、
③TO

EIC 

七
○
○
点
以

上
獲
得
、
と
い
う
三
つ
の
要
件
を
満
た
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
修
了
者
に
経
済
学
部
か
ら
修
了
証
書

が
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の

図
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
履
修
プ
ロ
セ
ス
を
示
し
た
も
の
に

な
り
ま
す
。

 

　

二
○
一
四
年
度
は
、
四
月
・
七
月
の
二
度
参

加
学
生
の
選
考
（
面
接
審
査
）
を
行
い
ま
し

て
、
合
格
者
は
、
三1

名
（
経
済
学
部
二
一

名
、
法
学
部
五
名
、
商
学
部
三
名
、
文
学
部
二

名
）、
二
○
一
四
年
十
月
二
九
日
現
在
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
参
加
者
は
三
十
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
月
五
日
開
催
の
第
一
回
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
自

己
紹
介
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
を
踏
ま
え
て
、
十

月
二
九
日
に
、
第
二
回
リ
ー
ダ
ー
研
修
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
研
修
は
、①
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
三
コ
ー
ス
（「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
日
系

企
業
派
遣
コ
ー
ス
」「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
現
地
企

業
派
遣
コ
ー
ス
」「
国
際
観
光
コ
ー
ス
」）
の
学

生
に
よ
る
英
語
で
の
海
外
研
修
報
告
、
②
経
済

学
部
事
務
職
員
天
野
雅
之
氏
に
よ
る
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
開
催
さ
れ
た
レ
ス
リ
ン
グ
世
界
選
手
権

報
告
（
レ
ス
リ
ン
グ
・
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ

イ
ル
八
五
ｋ
ｇ
級
世
界
選
手
権
第8

位
入
賞
）、

③
キ
ャ
ン
タ
ー
・
ゲ
イ
リ
ー
教
授
に
よ
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
学
生
に
望
む

こ
と
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
の
英
語
に
よ
る
講

演
、
と
い
う
内
容
で
し
た
。

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

日
系
企
業
派
遣
コ
ー
ス
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ベ
イ
エ
リ
ア
を
中
心
と
す

る
日
系
企
業
（Tokyo TV

、
週
刊
ス
ポ
ー
ツJ

な
ど
）
で
の
研
修
内
容
を
報
告
し
て
く
れ
ま
し

た
。
同
じ
く「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」の「
現

地
派
遣
コ
ー
ス
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
企
業
（
ホ

ル
ス
ト
グ
ル
ー
プ
）
で
の
研
修
を
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
国
際
観
光
コ
ー
ス
」
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
ペ
ナ
ン
政
府
観
光
局
で
の
研
修
お

よ
び
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
現
地
の
大
学
寮
で
の
宿

泊
等
の
紹
介
と
と
も
に
、
現
地
で
行
っ
た
英
語

で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
報
告

し
て
く
れ
ま
し
た
。
三
コ
ー
ス
の
代
表
者
（
三

年
生
）
に
よ
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
な

が
ら
の
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

研
修
学
生
（
二
年
生
）
に
と
っ
て
、
将
来
の
自

分
を
重
ね
な
が
ら
聞
く
こ
と
の
で
き
る
有
益
な

報
告
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
開
催
さ
れ
た
レ
ス
リ
ン
グ

世
界
選
手
権
八
位
入
賞
の
天
野
雅
之
氏
は
、
世

界
選
手
権
に
臨
ん
だ
心
境
と
日
頃
の
練
習
等
を

紹
介
し
つ
つ
、「
今
、
こ
こ
で
自
分
は
何
の
た

め
に
何
を
す
べ
き
か
」
と
い
う
話
を
研
修
学
生

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
タ
ー
・
ゲ
イ
リ
ー
教
授
は
、
デ
ー

ル
・
カ
ー
ネ
ギ
ー(D

ale Carnegie) 

の
著

書
“H

ow
 to W

in Friends and Influence 

People

”
を
紹
介
し
な
が
ら
、
人
を
動
か
す

三
原
則
、
人
に
好
か
れ
る
三
原
則
、
人
を
説
得

す
る
十
二
原
則
、
人
を
変
え
る
九
原
則
な
ど
に

言
及
し
て
、
人
間
関
係
の
構
築
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
キ

ル
に
つ
い
て
、
英
語
で
分
か
り
や
す
く
講
義
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
研
修
は
、
今
後2

回
（
二
○

一
四
年
十
二
月
、
二
○
一
五
年
二
月
）
ほ
ど
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
外
国
人
留
学
生
と
の

交
流
会
等
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二

○
一
五
年
度
か
ら
は
、授
業
と
し
て
の
研
修（
二

単
位
十
五
回
）
と
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
が
始

ま
り
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
始

動
と
な
り
ま
す
。
経
済
学
部
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
の
取
組
と
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
し
て
多
く
の
優
秀
な
人
材
が
育
っ
て
行
き
ま

す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。　
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え
、
あ
の
先
生
が

　
　
　
　
　
シ
リ
ー
ズ
⑱　

             
経
済
学
部
助
教　

南　

映
子

　

ス
ペ
イ
ン
語
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
、

南
映
子
と
申
し
ま
す
。
二
〇
一
二
年
四
月

に
着
任
し
て
か
ら
二
年
半
と
少
し
経
ち
ま

し
た
。本
学
は
初
め
て
の
赴
任
校
で
あ
り
、

多
く
の
方
々
に
あ
た
た
か
い
ご
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
研
究
・
教
育
・
校
務
の

進
め
方
、
そ
し
て
そ
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
り

方
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

私
は
学
生
に
短
期
で
も
長
期
で
も
海

外
に
留
学
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
大
学
生
に
な
る
ま
で
日
本
の
外

に
出
た
こ
と
が
な
く
、
海
外
で
の
思
い
出

も
よ
い
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
経
験

が
自
分
の
糧
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
私
の
専
門
は
ス
ペ
イ

ン
語
圏
文
学
で
、
特
に
メ
キ
シ
コ
の
近
現

代
詩
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

初
め
て
の
海
外
旅
行
先
も
最
初
の
留
学
先

も
、
実
は
フ
ラ
ン
ス
で
し
た
。

　

パ
リ
に
は
ひ
た
す
ら
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
街
も
道
行
く
人
た
ち
も
街
路
樹
さ
え

も
す
べ
て
が
す
ば
ら
し
く
洒
落
て
見
え
、

夜
に
な
っ
て
宿
に
戻
る
と
、
洗
面
所
の
鏡

に
映
っ
た
平
板
で
冴
え
な
い
顔
に
幻
滅
を

感
じ
た
も
の
で
し
た
。

　

一
年
間
の
留
学
生
活
を
送
っ
た
の
は
ア

ル
プ
ス
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
町
グ
ル
ノ
ー

ブ
ル
で
す
。
第
一
印
象
も
後
か
ら
思
い
返

す
印
象
も
よ
い
も
の
で
す
が
、
留
学
生
活

は
順
調
な
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

着
い
て
す
ぐ
、
冷
蔵
庫
を
買
い
に
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
寮
の
共
用

キ
ッ
チ
ン
に
は
ロ
ッ
カ
ー
式
の
冷
蔵
庫
が

あ
る
の
で
す
が
、
す
べ
て
の
正
常
な
ミ
ニ

ド
ア
に
は
す
で
に
南
京
錠
が
か
か
っ
て
い

た
の
で
す
。
唯
一
空
い
て
い
た
ド
ア
は
派

手
に
歪
ん
で
霜
だ
ら
け
。
買
っ
て
き
た
鍵

も
か
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
晩
な
ら
と

入
れ
て
お
い
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、
翌
朝
に

は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

同
じ
時
期
に
留
学
生
活
を
始
め
た
日

本
の
友
人
と
一
緒
に
巨
大
ス
ー
パ
ー
の
家

電
売
り
場
に
向
か
い
、
手
ご
ろ
な
小
型
冷

蔵
庫
に
目
星
を
つ
け
て
カ
ウ
ン
タ
ー
で
注

文
す
る
と
、
若
い
女
性
店
員
が
「
＊
＊
＊

を
持
っ
て
来
て
」。
そ
の
「
＊
＊
＊
」
が

わ
か
ら
ず
、
何
度
か
き
き
直
し
た
と
こ
ろ

「Elles ne com
prennent pas.

（
彼
女

た
ち
、
わ
か
っ
て
な
い
わ
）」。
店
員
同
士

が
交
わ
し
た
そ
の
一
言
は
、
文
字
に
起
こ

せ
る
ほ
ど
明
確
に
聞
き
と
れ
ま
し
た
。
結

局
、
必
要
な
の
は
冷
蔵
庫
を
駐
車
場
ま
で

運
ぶ
た
め
の
「
カ
ー
ト
」
だ
っ
た
と
わ
か

り
、
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
冷
蔵
庫
を
十
二
平

米
の
小
さ
な
部
屋
に
持
っ
て
帰
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
が
、
く
や
し
さ
は
し
ば
ら

く
お
さ
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ほ
か
に
も
銀
行
で
は
口
座
開
設
の
た
め

に
求
め
ら
れ
る
書
類
が
担
当
者
に
よ
っ
て

違
っ
た
り
、
ま
だ
午
前
の
営
業
時
間
中
な

の
に
「
も
う
す
ぐ
」
昼
休
み
だ
か
ら
と
門

前
払
い
を
く
ら
っ
た
り
、
理
不
尽
に
感
じ

る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
が
、
そ
の

う
ち
に
、
店
員
や
銀
行
員
と
し
て
働
い
て

い
る
と
き
で
も
、
そ
の
役
割
よ
り
一
人
一

人
の
素
直
な
反
応
の
方
が
前
面
に
出
る
あ

り
方
も
面
白
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
あ
と
合
計
二
年
暮
ら
し
た
メ
キ
シ

コ
留
学
中
に
も
、
た
く
さ
ん
の
い
い
思
い

出
に
加
え
て
、
路
上
で
物
盗
り
に
遭
っ
た

り
下
宿
屋
の
女
主
人
と
け
ん
か
し
た
り
と

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
思
い
通
り
に
い
か
な
い
と
き

こ
そ
何
か
新
し
い
視
界
が
開
け
る
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ど

れ
も
が
貴
重
な
経
験
で
す
。

十
月
二
九
日
に
実
施
さ
れ
た

第
ニ
回
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
ズ

（GL
P

）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
修
の
授
業
風
景
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